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させることとなった｡ レイモソ･アロンは言う, ｢私はアジアに旅行 してみて,
われわれの時代の主要概念は産業社会の概念だという確信を得た｣4'と.こうし
て, ｢1960年代.インダス ト1)7 リズムは一つの常識である｣5)とさえいわれるO



















とイソダス トリアル ･マン｣8)はこうした説明の試みだと考去られる｡ 彼等は
インダス トリアリズムの多元性をエ リートの戦略や文化的条件でもって説明し
ようとした｡ しか し,彼等の多元的インダス トリアリズム論にしても.その文











































10) 安横伸也,EI本の組織構造, ｢鼠紙科学｣第12巻第4号,昭和53年12月,2-12ペ ジーd
ll) 三戸公,日本の経営の梓性をいかに把鎧するか, ｢組織科学｣第12巻第4号.昭和53年12月,
13-14ページ｡

































































































いるのではない｣. これは, 組織は個人 とその行為によって一時的,短期的に
なんらかの特定の目的のた桝 こ成立,維持せ しめられているのではなく,自然
な絶対的なものとしてすでにそこに存在 しているのだということであるO従 っ














54 (54) 第 126巻 第1･2号
れているが,日本的経営ではこれは一体化された内的結合を もったものとして
理解されている｡



















したものが参考になるo間は ｢集団的同質化管理｣ と ｢組織的異質性管理｣と
いう対此を している.,この対比では,集団としての/促業,能力と性格を含んだ
ものとしての労働者,長期的性格 としての貢献という三要素を日本的経営の特






































































































思えるのである｡ この点に関する限 り,津田のように ｢日本的経営の擁護｣の
立場が成立するのである｡
個人主義的組織観が見落 していることの一つは,個人 レ-<ルの能ノJ主義が全
体 としての効率に結びつ くとは限 らないという点である｡官僚制の逆機能論が
主張1Jてきたように.組織の効率性 と個人の能力主義はかえ-,て矛盾する可能






20) P Blau,7%e上れ7amZCSOfBureaw acy.1955,などを参摘｡
インダストリアリズムと日速的経営 (59)59














































































V む す び
｢近代化｣とは何かというFR5題への一つの答を私は ｢インダス い )7 i)ズ
ム｣であると考える｡ しかし,この論理をもってただちに日本の ｢近代化｣を
欧米と同様に論じることができるということにはならない｡日本の ｢近代化｣
62 (62) 第126巻 第1･2号
を論じるた桝こは, ｢インダス トリア リズムの論理｣とともに, ｢文化相対主
義の論理｣ も同時に考慮する文化変容的論理が必要なのである｡経営学におけ






















経営学においても,間や岩田が ｢経営構造｣や ｢経営制度｣ という概念にこ
だわるのは何故であろうか.パーナー ドは ｢経営者の趨竃能｣(｢経営者の役割｣)
といい,サイモンは ｢経営行動｣ というのは何故であろうか｡アメリカ管理論
イソダスト1)7リズムと日本的経営 (63)63
には機能や行動 という概念はあっても,制度や構造の概念は人為的なせいぜい
二次的な概念でしかないのである｡逆に,日本的経営論は日本人の生活と認識
態度を反映するかぎりでは,構造 と制度を扱うべきものであって,機能や行動
は二次的なものでしかないのである｡
日本の経営学は永い間アメリカ経営学を導入することだけに終始してきた｡
そうして,アメリカ経営学が絶対的なものだと信じてきた｡そのことは歴史的
に日本の経営学の発展をふり返ってみるとき,一定の意味をもっていた｡ した
がって,アメリカ経営学を過去において無批判に導入してきたからといって,
そのことがただちに否定的な意味を持つというものではなかったo Lかし,現
段階においては,アメリカ経営学を無批判に導入することに対しては慎重にな
らざるをえないであろうOアメリカ経営学から何ごとかを学ぶことが今日でも
可能であるとして,それはアメリカ経営学を絶対視することによってではなく,
相対視することによってのみ可能なのではないかO
(昭和54年11月稿)
